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皆さん、改めまして「明けましておめでとうございます。」  

こうして新しい年を迎え、本日皆さんが元気よく登校してくる

姿を見ることができて大変うれしく思います。 

３年生の皆さんには、こうしてお話しするのもいよいよ後１回

ですね。長かったようで短かった高校生活もあとわずか、進路実

現に向けたラストスパートです。今まで頑張ってきた自分や仲間

を信じ、体調に気を付けながら、悔いが残らないよう最後までや

り切ってください。君たちなら必ず道は拓けます。また、既に進

路が決まっている生徒諸君も、残り僅かな高校生活を新たな進路

先への準備期間として充実した時を過ごし、有終の美を飾って欲

しいと思います。 

２年生の皆さんにとっても高校生活の半分は終わり、残り１年

ちょっととなってしまいました。昨年の自分と比較してみて、成

長を感じられていますか。今一度自分を振り返って新たな一歩を

踏み出しましょう。この時期をどう過ごしたか、勉強にどう向き

合ったかが、今後の君たちの将来に大きく影響します。この１年

が卒業後の１０年後に大きな差となって現れます。部活動もあと

半年後には否が応でも引退することとなります。思い残すことな

く精一杯やり遂げてください。 

１年生は、雪谷高校に入学して１年が過ぎようとしていますが、

多くの皆さんが学校行事に授業に部活動にと楽しい高校生活を

送れているようで何よりです。ですが、もう少し頑張ってほしい



と思うところもあります。それは「自ら学ぶ、主体的に学ぶ」姿

勢です。言われる前に自ら考え行動する力です。自分では気が付

けず人に言われてから行動を起こすようではだめなのです。これ

は全ての皆さんにも言えることです。 

皆さんご承知の通り、AIを使った技術の進化は著しく、もはや

何も考えないルーチンワークや定型的な仕事は、どんどん淘汰さ

れています。現に今私がしゃべっている原稿も CHATGPT に打ち込

めば、モノの数秒であっという間に作ってくれます。でもね、何

かもの足りない。自分の頭で、考えて絞り出したものではないか

ら。便利だけど、使うことによってどんどん考えなくなる。 

AI は人間同士の直接的コミュニケーションは不得手です。感

情をまねることはできてもその奥底にあるひだを読み取ること

はできません。したがって人と共感することもできない。他にも 

芸術的な創造性を発揮するとか、人としての倫理観を持ち合わせ

道徳的に正しく判断できるかどうかも不確かです。 

結局、AIの進化がますます進み、世の中がどんどん変わってい

っても、人としての生き方をしっかりと持っていることが重要だ

ということです。状況を考えて周りに流されずに、自ら行動でき

るようにしましょう。 

それでは皆さん、この一年が皆さんにとって素晴らしい一年と

なることを祈って始業式の挨拶と致します。 

 


